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特定非営利活動法人（NPO）
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市民全国ネットワーク機関紙

第 025 号
2014 年 3月 31 日

　
　

 

岡
山
大
会
ま
で 

い
よ
い
よ 

あ
と
半
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
20
回  

記
念
大
会  

全
国
の
集
い 

in 

岡
山 

２
０
１
４

再
び
、
思
い
を
込
め
て
…

　

青
木
大
会
長
は
１
９
９
９
年

に
同
地
域
で
開
催
さ
れ
た
『
第

５
回
全
国
の
集
い
in
岡
山
』に
お

い
て
も
大
会
長
を
務
め
ら
れ
、

今
回
は
15
年
ぶ
り
、
２
度
目
の

大
会
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

医
療
・
介
護
を
め
ぐ
る
社
会

的
環
境
は
、
こ
の
15
年
間
に
大

き
く
前
進
し
、『
多
職
種
協
働
』、

『
地
域
包
括
』と
そ
の
深
さ
、
広

いのちとくらしを守る地域づくり
地域包括ケアシステムと

在宅ケアを支える診療所・市民の役割
吉備の国から日本が変わる～歴史・文化・人～

　
岡
山
大
会
ま
で
半
年
と
な
っ
た
３
月
８
日
、
全
国
の
集
い
in
岡

山
２
０
１
４　
第
２
回
実
行
委
員
会
が
当
日
の
会
場
と
な
る
岡
山

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
木
大
会
長
、
福
嶋
大
会
実
行
委
員
長
を
初
め
岡
山
市
の
ご
担

当
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
全
国
ネ
ッ
ト
よ
り
苛
原
会
長
を
始
め
全

国
か
ら
理
事
の
方
々
、
地
元
の
医
療
・
介
護
関
係
の
方
々
な
ど
30

名
近
い
参
加
の
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、「
包
摂
」
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山
口
プ
レ
大
会
の
報
告

が
決
定
さ
れ
て
お
り
（
３
回
は
既

に
終
了
）、
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
背
景

に
は
当
「
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診

療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
略
称
：
在
宅
ケ
ア
全
国
ネ
ッ
ト
）

の
理
事
会
に
お
い
て
プ
レ
大
会
へ

の
補
助
金
（
20
万
円
を
限
度
と
す

る
）の
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
、
プ

レ
大
会
開
催
を
後
押
し
す
る
仕
組

み
が
出
来
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後

の
プ
レ
大
会
の
敷
居
が
よ
り
低
く

な
り
、
プ
レ
大
会
の
開
催
が
容
易

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
こ
の
回
数
の
多
さ
は
注
目
に

値
す
る
。
地
域
医
療
・
介
護
と
い

う
問
題
が
社
会
全
体
の
共
通
課
題

と
な
り
そ
の
必
要
性
が
回
数
に
現

れ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

よ
り
成
熟
し
た
大
会
へ

　
今
回
の
第
２
回
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
冒
頭
、
青
木
大
会
長

が
り
共
に
社
会
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
長
と
し
て
、
そ
の
状
況

を
人
一
倍
感
じ
て
い
る
青
木
大

会
長
に
と
っ
て
、
こ
の
15
年
間

の
締
め
く
く
り
と
し
て
の
思
い

が
何
ら
か
の
形
で
結
実
す
る
、

そ
ん
な
期
待
を
持
た
せ
る
大
会

と
し
て
多
い
に
注
目
を
集
め
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

活
発
な
プ
レ
大
会

　
そ
の
流
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う

に
、
例
年
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
て

い
る
「
プ
レ
大
会
」も
昨
年
の
新

潟
大
会
終
了
以
降
、
６
回
の
開
催

は
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』、『
包
摂
』

と
い
う
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙

げ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
『
吉
備

の
国
か
ら
日
本
が
変
わ
る
〜
歴

史
・
文
化
・
人
〜
』と
結
び
つ
け

て
大
会
に
望
み
た
い
と
の
気
持
ち

を
語
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
身
が

手
が
け
た
15
年
前
か
ら
着
実
に
進

み
つ
つ
あ
る
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
医
療
・
介
護
活
動
の
背
景
を

よ
り
成
熟
さ
せ
た
形
で
第
20
回
記

念
大
会
に
臨
も
う
と
す
る
大
会
長

の
意
欲
を
現
わ
せ
て
お
り
、
言
葉

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、
よ

り
成
熟
し
た
大
会
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
16
日
（
土
）
〜

17
日
（
日
）に
か
け
て
、
山
口
県

総
合
保
健
会
館
に
て
「
第
３
回
竹

内
教
授
の
認
知
症
を
治
す
研
究
会

in
山
口
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
レ
大
会
は
「
認
知
症
は

治
せ
る
」と
の
竹
内
教
授
の
理
論

の
も
と
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解

と
ケ
ア
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研

究
会
で
す
。

　
一
日
目
は
「
認
知
症
を
治
す
ポ

イ
ン
ト
」基
に
、
認
知
症
の
タ
イ

プ
判
定
か
ら
症
状
に
合
っ
た
正
し

い
ケ
ア
方
法
ま
で
を
具
体
的
に
学

び
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
全
国
よ
り
認
知
症

改
善
事
例
、
神
奈
川
県
川
崎
市

に
お
け
る
「
認
知
症
あ
ん
し
ん
生

活
実
践
塾
」の
事
例
発
表
が
あ
り
、

講
師
・
発
表
者
・
参
加
者
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
検

討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
第
３
回
目
の
実
施
で
し

た
が
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
参
加

者
も
増
え
て
お
り
、
認
知
症
ケ
ア

へ
の
関
心
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。さ
ら
に
今
後
、

超
高
齢
者
社
会
が
進
み
、
認
知
症

　
去
年
の
新
潟
大
会
か
ら
今
年
の
岡
山
大
会
ま
で
に
次
々
と
プ
レ
大
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
が
徐
々
に
浸

透
し
て
き
た
事
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
会
員
の
皆
様
も
近
隣
で
プ
レ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
は
如
何
で
す
か
。
プ
レ
大
会
に
付
い
て
ど
の
様
な
事
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、特
に
直
近
に
あ
っ
た
山
口
プ
レ
大
会
、岡
山
プ
レ
大
会
、

東
京
プ
レ
大
会
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

❖ 

プ
レ
大
会
レ
ポ
ー
ト 

❖
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患
者
を
ご
家
族
や
地
域
で
支
え
て

い
く
時
代
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

研
究
会
の
開
催
を
継
続
し
、
認
知

症
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
地
域
へ

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。岡

山
プ
レ
大
会
の
報
告

　

平
成
25
年
12
月
１
日
（
日
）に

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
Ｆ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に

て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
レ
大
会
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
取
り
組

み
に
向
け
て
、
各
機
関
が
各
々
の

役
割
を
地
域
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
連
携
を
試
行
の
検
討
を

目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し

た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
厚
生
労
働
省

政
策
統
括
官　
内
閣
官
房
内
閣
審

議
官
（
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

担
当
）の
唐
澤
剛
先
生
に
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
の
国
の
施
策
を
進
め
ら
れ
て

い
る
視
点
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、
岡
山
大
学
大

学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
地
域

医
療
人
材
育
成
講
座
の
片
岡
仁
美

教
授
に
地
域
医
療
等
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
医
療
人
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
女
性
医
師
の
活
躍
、
病

児
保
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
岡
山
県

立
大
学　
保
健
福
祉
学
部
保
健
福

祉
学
科
の
増
田
雅
暢
教
授
に
座
長

を
お
願
い
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

は
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学

会（
岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ・

ケ
ア
部
会
）の
宮
原
伸
二
会
長
が
、

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の

活
動
と
多
職
種
連
携
に
よ
る
「
む

す
び
の
和
」に
つ
い
て
、
岡
山
市

役
所　
保
健
福
祉
局
の
森
真
弘
局

長
が
、
岡
山
市
の
地
域
ケ
ア
に
向

か
っ
て
の
新
病
院
・
保
健
福
祉
政

策
推
進
と
在
宅
医
療
・
医
師
養
成

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
堀
部
徹

会
長
が
、
岡
山
県
介
護
支
援
専
門

員
協
会
の
活
動
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、
真
庭

市
認
知
症
地
域
支
援
推
進
会
議
の

作
本
修
一
会
長
が
真
庭
市
に
お
け

る
認
知
症
を
中
心
に
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
そ
し
て
第
20
回
全
国
の
集
い
in

岡
山
２
０
１
４
の
大
会
長
で
、
全

国
地
域
包
括
・
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
協
議
会
の
会
長
の
青
木
佳
之

が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
地
域
包
括
・
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
参
加
者

の
皆
様
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
へ
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
時
間
内

で
は
紹
介
で
き
な
い
ほ
ど
多
く
の

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
暮
ら
せ
る
よ
う
、医
療
や
介
護
、

福
祉
分
野
が
連
携
し
て
在
宅
で
の

生
活
を
支
援
す
る
為
に
は
、
自
治

体
や
医
療
、
介
護
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
住
民
も
巻
き
込
ん
で
仕
組

み
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

東
京
プ
レ
大
会
の
報
告

　
平
成
26
年
１
月
19
日
（
日
）に

東
京
駅
八
重
洲
口
の
八
重
洲
ビ

ル
に
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
進

め
か
た
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
東

京
ブ
レ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
は
慶
応
義
塾
大
学

教
授
で
あ
る
、
田
中
滋
先
生
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
目
指
す
も

の
」で
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
医
師
の

立
場
か
ら
和
田
忠
志
さ
ん
、
宅

老
所
の
立
場
か
ら
安
西
順
子
さ

ん
、
市
民
の
立
場
か
ら
尾
崎
雄

さ
ん
の
３
名
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
今

回
、
関
東
近
県
の
会
員
の
皆
さ
ま

へ
の
公
募
で
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
３
名
以
外
に
応
募
し
て
い
た

だ
い
た
、
西
田
伸
一
さ
ん
、
吉
永

隆
行
さ
ん
、佐
賀
宗
彦
さ
ん
に
は
、

指
定
発
言
と
し
て
お
話
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
で
は
フ

ロ
ア
か
ら
の
意
見
も
出
て
、
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
関

心
が
高
い
事
項
だ
け
に
討
議
に
も

熱
が
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
最
後

に
田
中
先
生
が
、
熱
心
な
討
議
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
明
日
か
ら

の
皆
さ
ん
が
何
を
や
る
べ
き
か
考

え
て
く
だ
さ
い
と
、
コ
メ
ン
ト
を

述
べ
て
プ
レ
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
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理事会報告
理事会報告（2013年度　第３回）

日　　時：2014 年２月 16日（09：00～ 13：00）　
場　　所：貸し会議室プラザ　八重洲北口
出席理事：苛原実、長縄伸幸、藤村淳子、畑恒土、石田一美、桑原由次、黒岩卓夫、福田善晴、青木佳之、吉永隆行、

岡崎和佳子、大川延也、村山善紀、中嶋啓子、井村隆、金田弘子、吉井敦子、小林るつ子、長純一
欠席理事：大澤誠、森本益雄、金井秀樹、宮坂圭一、多湖光宗、渋澤温之、太田秀樹、新田國夫、上村伯人、西嶋公子、

萩田均司、永井康徳、草場鉄周
（いずれも敬称略）

　　　　全国の集い in 岡山 2014　実践交流会カテゴリー及び担当座長が決まりました。
・　認知症 大澤　誠
・　緩和ケアと見取り　 西嶋公子
・　口腔ケアと栄養管理　　 大川延也
・　在宅生活の継続　　 石田一美
・　訪問と通所サービス　　　 福田善晴
・　地域包括ケア（ケアマネジメントを含む） 金田弘子
・　新しい試み　　　　　　　 上村伯人
・　薬と生活　　　　　　　　　　 金井秀樹
・　岡山大会枠カテゴリー２枠　　 選定中

　　（以下議事録より抜粋、要約）
事務局より：
○会員数　494 名（医師・法人会員　291、事業所会員 60、市民団体会員 4、市民会員 139）
○風の萌　発行状況報告
○岡山大会準備進捗状況報告
○新潟大会における実践交流会発表のフォローについて
○実践交流会内容のアーカイブスのWEB閲覧について
○会計報告

理事会内容：
　　○プレ大会　活動報告
　　○ 2013 年 12 月 7日北海道大会企画検討会を行ったと報告。
　　○個人情報規則案を作成し次理事会に提案する。
　　○役員選任規則を出された意見に従って修正した。
　　○来年度からは事業計画を提出し、予算請求をした事業へ会議費を支出したい。その為には次理事会で次年度の
　　　事業計画を検討する必要がある。
　　○プレ大会運営規則を明文化し、次理事会に提出する。
　　○実践交流会運営規則を明文化し、次理事会に提出する。
　　○岡山大会とプレ大会の進捗状況について報告
今後の予定：
　　第４回理事会　2014 年５月 25日（日）　場所：名古屋
　　第５回理事会　2014 年８月 24日（日）　場所：未定
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実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
を

公
開
致
し
ま
す
。

　
第
14
回
京
都
大
会
か
ら
第
19
回

新
潟
大
会
ま
で
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
発
行
さ
れ
た
ID
・
パ

ス
ワ
ー
ド
で
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
下
さ
い
。
項

目
別
の
リ
ン
ク
が
作
成
し
て
あ

り
ま
す
。（
図
１
）

　

項
目
は
実
践
交
流
会
の
大
会

別
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
分
類
し

て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い

項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

該
当
ペ
ー
ジ
が
開
い
た
ら
一
覧

（
図
２
）
か
ら
目
的
の
演
題
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
図
３
）

が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

　

Ｓ
ａ
ｆ
ａ
ｒ
ｉ
で
不
具
合
が
発

生
し
ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
開
か

な
い
場
合
は
、

① 

目
的
の
演
題
に
カ
ー
ソ
ル
を

合
わ
せ
て
、
右
ク
リ
ッ
ク
、

② 

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
フ
ァ
イ
ル

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
選
択
、

③ 

フ
ァ
イ
ル
を
保
存
す
る
、
を

試
し
て
み
て
下
さ
い
。

④ 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
フ
ァ
イ

ル
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
は

実
践
交
流
会
の
記
録
の
保
管
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
員
の
皆
様
が
こ
の
記
録
を
活

用
し
て
よ
り
一
層
在
宅
ケ
ア
を

支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
利
用
し
て

頂
け
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
事
務
局
／

　
　
　
佐
伯
・
等
々
力
・
犬
童
）

　
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
に
付
い
て

図 1

図 2

図 3
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
支
え
る
診
療

所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

大
会
に
は
過
去
10
回
以
上
参
加
し

て
い
ま
す
。
仙
台
大
会
の
時
は
川

島
孝
一
郎
先
生
が
大
会
委
員
長
で

し
た
。
当
時
、
私
の
友
人
浅
野
史

郎
氏
が
宮
城
県
知
事
で
彼
は
私
が

主
催
す
る
「
玩
具
福
祉
学
会
」
の

名
誉
会
長
で
す
。
彼
が
、「
こ
れ

か
ら
の
社
会
は
超
高
齢
化
時
代

な
の
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る

は
ず
だ
」
と
提
言
し
大
会
に
玩

具
福
祉
学
会
は
参
加
を
始
め
ま

し
た
。
10
年
以
上
の
間
に
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

40
年
前
、
玩
具
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
大
学
で
は
教
鞭
を
取

り
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
、
障
害
児
の
為
の
「
お
も
ち
ゃ

図
書
館
運
動
を
推
進
し
て
来
ま

し
た
。
１
９
８
１
年
の
国
際
障

害
者
年
に
全
国
組
織
を
立
ち
上

げ
、
こ
れ
を
支
援
す
る
「
お
も

ち
ゃ
図
書
館
財
団
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
に
国

連
大
学
に
て
「
ト
イ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
国
際
会
議
」
を
開
催
し
、

こ
の
全
て
の
代
表
を
若
い
方
々

に
譲
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
浅

野
史
郎
氏
が
「
る
つ
子
さ
ん
、

２
幕
目
を
上
げ
な
さ
い
!!
﹄
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
関

わ
り
ま
し
た
日
本
中
の
障
害
児

は
、
30
歳
︱
40
歳
で
す
、
障
害

高
齢
者
で
す
。
多
く
の

こ
と
を
実
践
し
た
、
お

も
ち
ゃ
図
書
館
活
動
か

ら
高
齢
化
時
代
に
何
か

役
立
つ
こ
と
を
２
幕
目

で
活
か
す
こ
と
に
し
て

｢

玩
具
福
祉
学
会｣

を

設
立
し
玩
具
企
業
を
入

れ
て
産
学
共
同
体
と
し

て
、
社
会
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を

支
え
る
診
療
所
・
市
民

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
団
体

と
私
が
立
ち
上
げ
た

「
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
」

と
「
志
」
が
同
じ
で
、

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
12　

新
理
事
の
紹
介

﹁ 

福
祉
玩
具
学
会
﹂
理
事
長　

 

小
林 

る
つ
子

Mail Magazine
　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 2013.12 ～ 2014.2 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。
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昨
年
よ
り
理
事
の
仲
間
入
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、 

萩
田
均
司

と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療

所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
自
己

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  　

　

私
は
、
南
九
州
の
宮
崎
県
宮
崎

市
で
有
限
会
社
メ
デ
ィ
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
薬
局

つ
ば
め
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
居
宅
支

援
事
業
所
つ
ば
め
）
及
び
株
式
会

社
ケ
ア
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
高
齢
者

等
複
合
施
設
ケ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
タ 

ナ

チ
ュ
ら
い
ふ
恒
久
、
ナ
チ
ュ
ら
い

ふ
田
野
）
を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
の
資
格
は
、
薬
剤
師
、
介

護
支
援
専
門
員
で
す
。  　

　

平
成
15
年
に
「
地
域
の
ヘ
ル
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
在
宅
訪
問
を
行
う
薬
局
と
し
て

薬
局
つ
ば
め
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
居

宅
支
援
事
業
所
つ
ば
め
を
開
設
し

ま
し
た
。
薬
局
に
は
、
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
が
あ
り
感
染
症
の
方
や
歩

行
の
困
難
な
方
が
車
に
乗
っ
た
ま

ま
処
方
箋
の
薬
を
受
け
取
っ
た

り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
大
衆
薬
）
の
購

入
が
で
き
た
り
す
る
窓
口
が
有
り

ま
す
。
ま
た
、
無
菌
調
剤
が
で
き

る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
・
ク
リ
ー
ン

ベ
ン
チ
を
備
え
、
注
射
薬
の
混
注

や
オ
ピ
オ
イ
ド
の
注
射
薬
を
携
帯

型
持
続
注
入
ポ
ン
プ
に
充
填
す
る

調
剤
を
行
い
癌
末
期
や
終
末
期
の

患
者
が
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
せ

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
４
・
２　

新
理
事
の
紹
介

㈱
ケ
ア
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス　

萩
田 

均
司

る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
居
宅
支
援
事
業
所

つ
ば
め
は
、
現
在
専
任
介
護
支
援

専
門
員
４
名
（
う
ち
２
名
は
主
任

介
護
支
援
専
門
員
）
で
、
地
域
に

広
く
介
護
支
援
計
画
を
作
成
し
、

多
く
の
医
療
関
係
者
・
介
護
関
係

者
と
関
わ
り
を
持
っ
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。 　

　

平
成
21
年
に
は
、
宮
崎
の
多
職

種
連
携
を
支
え
る
会
と
し
て
「
宮

崎
キ
ュ
ア
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
世
話
人
の
一
人
と
し
て
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、

多
職
種
交
流
会
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
多
職
種

が
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
を
し
て

お
り
ま
す
。  　

　

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

を
通
し
て
全
国
並
び
に
九
州
、
宮

崎
が
、
そ
し
て
薬
剤
師
が
地
域
に

関
わ
り
、
在
宅
医
療
が
推
進
出
来

る
様
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。 「“
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
”

の
構
築
と
、
全
国
隅
々
ま
で
薬
剤

師
が
訪
問
で
き
る
世
の
中
」
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈲
メ
デ
ィ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

㈱
ケ
ア
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス 

〒
８
８
０-

０
９
１
６

宮
崎
県
宮
崎
市
恒
久
５
０
７
３
番
地 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８
５-

６
３-

０
２
８
２  

E-m
ail

：tsubam
e@
phoenix-hd.com

 H
P

：

http://w
w
w
.phoenix-hd.com

/

「
地
域
で
生
き
る
こ
と
を
支
え
る

こ
と
」
で
す
。
在
宅
の
高
齢
者
の

方
が
笑
顔
で
楽
し
い
時
を
、
お
過

ご
し
頂
け
ば
幸
せ
で
す
。「
玩
具
」

は
、
身
近
で
入
手
で
き
て
安
価
で

す
。
高
齢
者
の
方
々
が
、
被
災
地

で
家
を
失
い
か
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
高
齢
者
の
方
々
の
支
援
も
し

て
居
ま
す
。

　

夢
は
実
現
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
皆
様
、
お
力
を
お
貸
し
下
さ

い
、
小
さ
な
夢
を
大
き
く
育
て
た

い
の
で
す
。

福
祉
玩
具
学
会　

〒
１
９
１-

０
０
４
１　

東
京
都
日
野
市
南
平
７-

18-

30 
H
P

：http://w
w
w
.gangufukushigakkai.

org/index.php
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　東日本大震災から３年。東京都心でも27センチ
の積雪を観測するなど、各地で記録的な大雪を
降らせた冬も、花粉の本格飛散とともにやっと終
わりが見えてきました。花粉症を患う私にとって苦
しい季節ですが、東京事務局一同、今年の岡山
大会の準備に向けて頑張っております。

　　　　　　 （東京事務局／佐伯）

2014年3月31日発行（第025号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

鳥取大学
米子キャンパス 記念講堂
〒683-8503　鳥取県米子市西町 86

５月18日（日）

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
第 20回　全国の集い in 岡山 2014　山陰プレ大会

会場

内容

日時

基調講演　       ９：30～ 12：00
　◉茨城県立健康プラザ管理者、茨城県立医療大学名誉教授　大田仁史 氏
　◉鳥取大学医学部地域医療学教授　谷口晋一 氏
シンポジウム　13：00～ 15：30
　◉医療法人ワイエイオーラルヘルスセンター
　　ワイエイデンタルクリニック　歯科医師　足立　融 氏
　◉島根県浜田市地域包括支援センター　主任介護支援専門員　竹本弘子 氏
　◉前鳥取県連合婦人会会長　井上耐子 氏
　◉森本外科・脳神経外科医院　看護部長　金田弘子 氏

参加費：無料（資料代 500円）当日徴収、学生無料
定員：250名
お申し込み締め切り：４月 21日（月）まで
主催：NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
　　　全国の集い in 岡山 2014・山陰プレ大会実行委員会

「シマ（地域）の力、全開!!」奄美プレ大会

　
風
の
萌
25
号
の
発
行
直
前
に
行
わ
れ
た
奄
美
プ
レ

大
会
の
報
告
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
詳
細
は
次

号
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
22
日
、
23
日
の
両
日
、
奄
美
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
プ
レ
大
会
は
「
独
居
高
齢
者
を
支
え
る
シ
マ

（
地
域
）づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。　

奄

美
大
島
に
お
い
て
「
シ
マ
」
と
は
「
地
域
」
を
表
し

て
お
り
今
回
は
そ
の
「
シ
マ
」
の
も
つ
力
が
多
い
に

発
揮
さ
れ
た
特
長
あ
る
プ
レ
大
会
と
な
り
、
懇
親
会

に
お
い
て
更
に
そ
の
活
気
が
参
加
者
と
一
体
に
な
り

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

活動予定
第
３
回 

北
海
道
大
会
企
画
検
討
会
　
平
成
26
年
４
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
場
所
： 

札
幌
市

山
陰
プ
レ
大
会
　 

平
成
26
年
５
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
場
所
： 

鳥
取
大
学
米
子
キ
ャ
ン
パ
ス　
記
念
講
堂

第
４
回 

理
事
会   

平
成
26
年
５
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
場
所
： 

名
古
屋
市

第
３
回 

岡
山
実
行
委
員
　
平
成
26
年
６
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
場
所
： 

岡
山
市

大
阪
プ
レ
大
会
　 

平
成
26
年
７
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
場
所
： 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル　
３
Ｆ
会
議
室

第
５
回 

理
事
会 

平
成
26
年
８
月
24
日
（
日
）　　

　
　
　
　
場
所
： 

未
定　


